
熊本大学科目ナンバリング 

平成２８年３月１７日 教務委員会了承 

 平成２８年１２月１３日 教務委員会了承 

 平成２９年７月２４日 教務委員会了承 

 平成３０年７月１８日 教務委員会了承 

 令和元年７月１６日 教務委員会了承 

令和３年５月１４日 教務委員会了承 

令和４年３月１４日 教務委員会了承 

令和５年１２月７日 教務委員会了承 

令和６年１２月１６日 教務委員会了承 

令和７年１２月１８日 教務委員会了承 

 

１ 科目ナンバリングの導入について 

   科目ナンバリングとは、授業科目を水準等に応じた特定の番号を付与し分類するこ

とで、学修の段階や順序等を示し、各教育プログラムにおけるカリキュラムの体系性を

明示する仕組みです。 

   本制度の導入については、中央教育審議会の各種答申（「学士課程教育の構築に向け

て」、「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて」）等により、教育改革へ

の対応策として導入の必要性が求められたところに依拠しております。 

   また、本学の第二期中期目標・中期計画（平成 22 年度～平成 27 年度）においても、

教育課程の体系化を進める取組みとして本制度の導入について検討を行い、大学のグ

ローバル化を推進する上でも海外で一般的に普及している本制度を導入することは喫

緊の課題であるとし、平成 27 年度に導入に至りました。 

 

 

２ 科目ナンバリングの導入の目的及び期待される効果について 

（１）教育プログラム、難易度、学問分野を明示することで、学修の順次性を確認でき、

計画的な学習が可能となります。（シラバス等に科目ナンバリングコードを設定する

ことで、履修すべき科目等の選別が容易になります。） 
 

（２）他学部（他学科）、他大学との授業科目レベルの比較の参考となり、海外からの留

学生にとっても履修する科目の判断が容易になります。 
 

（３）カリキュラム点検のツールとして活用でき、体系的な教育プログラムの実現に向け

た改善を実施するきっかけとなります。 
 

（４）ナンバリングを学務系システムへ反映することで、管理部門（教務事務担当）にお

いても各種統計や資料作成時にナンバリングの各項目をキーとしてデータを抽出す

ることが容易となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 本学における科目ナンバリングの形式について 

   本学における科目ナンバリングの形式については、授業科目を提供する学部・学科等、

関連する学問分野、難易度、授業で使用される言語を示すコードにより構成します。 

    

  ＜熊本大学科目ナンバリングの形式＞ 

A BC 1 -234- 10-1 
 

 

部局コード  教育課程プログラムコード   水準コード  識別コード  学問分野コード  言語コード 

 

 ４ 各コードの定義について 

 （１）部局コード 

    部局コードは、当該授業科目を提供している学部、学環、研究科、教育部等の単位
で区分するための項目です。原則、各部局名を表記することになります。 

    コードの表記は、英字１文字として、学生番号に使用している英字表記を準用して
各部局を示します。 

 

＜部局コード分類表＞ 

コード 部局名  コード 部局名  

Ｌ 文学部 Ａ 大学院教育学研究科 

Ｅ 教育学部 Ｇ 大学院社会文化科学教育部 

Ｊ 法学部 Ｄ 大学院自然科学教育部 

Ｓ 理学部 Ｒ 大学院医学教育部 

Ｍ 医学部 Ｗ 大学院保健学教育部 

Ｐ 薬学部 Ｙ 大学院薬学教育部 

Ｔ 工学部 Ｚ 養護教諭特別別科 

Ｘ 情報融合学環 Ｖ 特別支援教育特別専攻科 

Ｑ 共創学環 

Ｋ 教養教育 

 

  



（２）教育課程プログラムコード 

    教育課程プログラムコードは、当該授業科目を提供している学科・修士及び博士課

程・専攻等の単位で区分するための項目です。 

 

＜教育課程プログラムコード分類表＞  

部局名 学科等名 
部局 

コード 

教育課程 

コード 

文学部 

総合人間学科（～2025年度） Ｌ ＩＮ 

歴史学科（～2025年度） Ｌ ＨＩ 

文学科（～2025年度） Ｌ ＬＩ 

コミュニケーション情報学科（～2025年度） Ｌ ＣＯ 

共通科目（～2025年度） Ｌ ＬＸ 

人文科学科共通科目 Ｌ ＨＸ 

 教育学部 

小学校教員養成課程 教育学（～2021 年度） Ｅ ＥＤ 

小学校教員養成課程 心理学（～2021 年度） Ｅ ＥＰ 

小学校教員養成課程 共通科目（～2021 年度） Ｅ ＥＸ 

中学校教員養成課程 国語（～2021 年度） Ｅ ＪＪ 

中学校教員養成課程 社会（～2021 年度） Ｅ ＪＣ 

中学校教員養成課程 数学（～2021 年度） Ｅ ＪＭ 

中学校教員養成課程 理科（～2021 年度） Ｅ ＪＲ 

中学校教員養成課程 音楽（～2021 年度） Ｅ ＪＯ 

中学校教員養成課程 美術（～2021 年度） Ｅ ＪＡ 

中学校教員養成課程 保健体育（～2021 年度） Ｅ ＪＨ 

中学校教員養成課程 技術（～2021 年度） Ｅ ＪＴ 

中学校教員養成課程 家庭（～2021 年度） Ｅ ＪＫ 

中学校教員養成課程 英語（～2021 年度） Ｅ ＪＥ 

中学校教員養成課程 共通科目（～2021 年度） Ｅ ＪＸ 

特別支援教育教員養成課程（～2021 年度） Ｅ ＳＰ 

養護教諭養成課程（～2021 年度） Ｅ ＹＯ 

学校教育教員養成課程 

初等･中等教育コース 

小学校

専攻 

教育（～2025年度） Ｅ ＰＤ 

 心理（～2025年度） Ｅ ＰＰ 

 共通科目（～2025年度）

度） 

Ｅ ＰＸ 

 国語専攻（～2025年度） Ｅ ＰＪ 

 社会専攻（～2025年度） Ｅ ＰＣ 

 数学専攻（～2025年度） Ｅ ＰＭ 

 理科専攻（～2025年度） Ｅ ＰＲ 

 英語専攻（～2025年度） Ｅ ＰＥ 

実技系

専攻 

音楽（～2025年度） Ｅ ＰＯ 

美術（～2025年度） Ｅ ＰＡ 

保健体育（～2025年度） Ｅ ＰＨ 

技術（～2025年度） Ｅ ＰＴ 

家庭（～2025年度） Ｅ ＰＫ 

学校教育教員養成課程 特別支援教育コース（～2025年度） Ｅ ＳＳ 

学校教育教員養成課程 養護教育コース（～2025年度） Ｅ ＳＹ 

共同教員養成課程 小学校教育 音楽 Ｅ ＣＯ 

美術 Ｅ ＣＡ 



小学校連携教育 

コース 

主免専攻 技術 Ｅ ＣＴ 

家庭 Ｅ ＣＫ 

共通科目 Ｅ ＣＷ 

中学校教育 

主免専攻 

国語 Ｅ ＣＪ 

社会 Ｅ ＣＣ 

英語 Ｅ ＣＥ 

数学 Ｅ ＣＭ 

理科 Ｅ ＣＲ 

保健体育 Ｅ ＣＨ 

共通科目 Ｅ ＣＸ 

共同教員養成課程 

教育支援探究コース 

発達支援専攻  Ｅ ＳＤ 

特別支援教育専攻  Ｅ ＳＥ 

養護教諭養成課程 養護教育コース 養護教育専攻 Ｅ ＳＨ 

共通科目 Ｅ ＥＺ 

法学部 法学科 Ｊ ＬＡ 

理学部 

理学科 数学コース Ｓ ＳＭ 

理学科 物理学コース Ｓ ＳＰ 

理学科 化学コース Ｓ ＳＣ 

理学科 地球環境科学コース Ｓ ＳＱ 

理学科 生物学コース Ｓ ＳＢ 

共通科目 Ｓ ＳＳ 

医学部 

医学科 Ｍ ＭＥ 

保健学科 看護学専攻 Ｍ ＨＮ 

保健学科 放射線技術科学専攻 Ｍ ＨＲ 

保健学科 検査技術科学専攻 Ｍ ＨＬ 

薬学部 

薬学科 Ｐ ＰＨ 

創薬・生命薬科学科 Ｐ ＰＬ 

共通科目 Ｐ ＰＸ 

工学部 

土木建築学科 社会基盤工学教育プログラム Ｔ ＤＣ 

土木建築学科 地域デザイン教育プログラム Ｔ ＤＵ 

土木建築学科 建築学教育プログラム Ｔ ＤＡ 

土木建築学科 共通 Ｔ ＤＸ 

機械数理工学科 機械工学教育プログラム Ｔ ＭＥ 

機械数理工学科 機械システム教育プログラム Ｔ ＭＳ 

機械数理工学科 数理工学教育プログラム Ｔ ＭＡ 

機械数理工学科 共通 Ｔ ＭＸ 

情報電気工学科 電気工学教育プログラム Ｔ 

 

ＪＫ 

情報電気工学科 電子工学教育プログラム Ｔ ＪＳ 

情報電気工学科 情報工学教育プログラム Ｔ ＪＪ 

情報電気工学科 共通 Ｔ ＪＸ 

材料・応用化学科 応用生命化学教育プログラム Ｔ ＺＳ 

材料・応用化学科 応用物質化学教育プログラム Ｔ ＺＢ 

材料・応用化学科 物質材料工学教育プログラム Ｔ ＺＺ 

材料・応用化学科 共通 Ｔ ＺＸ 

半導体デバイス工学課程 Ｔ ＨＤ 

共通科目 Ｔ ＴＸ 



情報融合 

学環 

ＤＳ総合コース Ｘ ＸＧ 

ＤＳ半導体コース Ｘ ＸＳ 

共通科目 Ｘ ＸＸ 

共創学環 

地域イノベーションコース Ｑ ＲＥ 

グローバルイノベーションコース Ｑ ＧＬ 

共通科目 Ｑ ＱＸ 

教養教育 

肥後熊本学 Ｋ ＨＩ 

情報科目 Ｋ ＣＯ 

理系基礎科目 Ｋ ＳＣ 

必修外国語科目 Ｋ ＲＦ 

自由選択外国語科目 Ｋ ＳＦ 

体育・スポーツ科学科目 Ｋ ＰＨ 

リベラルアーツ科目 Ｋ ＬＩ 

現代教養科目 Ｋ ＣＩ 

キャリア科目 Ｋ ＣＡ 

Multidisciplinary Studies Ｋ ＭＵ 

日本国憲法科目 Ｋ ＪＡ 

開放科目 Ｋ ＯＰ 

大学院教養科目 Ｋ ＧＧ 

教育学研究科 

 

研究科 

 

研究科 

教職大学院の課程 教職実践開発専攻 Ａ ＰＳ 

社会文化 

科学教育部 

博士前期課程 法政・紛争解決学専攻 Ｇ ＭＡ 

博士前期課程 現代社会人間学専攻 Ｇ ＭＭ 

博士前期課程 文化学専攻 Ｇ ＭＣ 

博士前期課程 教授システム学専攻 Ｇ ＭＩ 

博士前期課程 共通科目 Ｇ ＭＸ 

博士後期課程 人間・社会科学専攻 Ｇ ＤＨ 

博士後期課程 文化学専攻 Ｇ ＤＣ 

博士後期課程 教授システム学専攻 Ｇ ＤＩ 

博士後期課程 共通科目 Ｇ ＤＸ 

自然科学 

教育部 

博士前期課程 理学専攻 数学コース Ｄ ＭＭ 

博士前期課程 理学専攻 物理科学コース Ｄ ＭＰ 

博士前期課程 理学専攻 化学コース Ｄ ＭＣ 

博士前期課程 理学専攻 地球環境科学コース Ｄ ＭＱ 

博士前期課程 理学専攻 生物科学コース Ｄ ＭＢ 

博士前期課程 理学専攻 共通科目 Ｄ ＭＳ 

博士前期課程 土木建築学専攻 社会基盤工学教育プログラム Ｄ ＭＥ 

博士前期課程 土木建築学専攻 地域デザイン教育プログラム Ｄ ＭＲ 

博士前期課程 土木建築学専攻 建築学教育プログラム Ｄ ＭＡ 

博士前期課程 機械システム工学専攻 機械工学教育プログラム Ｄ ＭＨ 

博士前期課程 機械システム工学専攻 機械システム教育プログラム Ｄ ＭＩ 

博士前期課程 電気電子工学専攻 電気工学教育プログラム Ｄ ＭＤ 

博士前期課程 電気電子工学専攻 電子工学教育プログラム Ｄ ＭＮ 

博士前期課程 材料・応用化学専攻 応用生命化学教育プログラム Ｄ ＭＬ 

博士前期課程 材料・応用化学専攻 応用物質化学教育プログラム Ｄ ＭＫ 

博士前期課程 材料・応用化学専攻 物質材料工学教育プログラム Ｄ ＭＺ 



博士前期課程 半導体・情報数理専攻 半導体システム教育プログラム Ｄ ＭＧ 

博士前期課程 半導体・情報数理専攻 情報数理教育プログラム Ｄ ＭＵ 

博士前期課程 工学系専攻 共通科目 Ｄ ＭＴ 

博士前期課程 共通科目 Ｄ ＭＸ 

博士後期課程 理学専攻 数学コース Ｄ ＤＭ 

博士後期課程 理学専攻 物理科学コース Ｄ ＤＰ 

博士後期課程 理学専攻 化学コース Ｄ ＤＣ 

博士後期課程 理学専攻 地球環境科学コース Ｄ ＤＱ 

博士後期課程 理学専攻 生物科学コース Ｄ ＤＢ 

博士後期課程 理学専攻 共通科目 Ｄ ＤＳ 

博士後期課程 工学専攻 広域環境保全工学教育プログラム Ｄ ＤＥ 

博士後期課程 工学専攻 社会環境マネジメント教育プログラム Ｄ ＤＦ 

博士後期課程 工学専攻 人間環境計画学教育プログラム Ｄ ＤＡ 

博士後期課程 工学専攻 循環建築工学教育プログラム Ｄ ＤＲ 

博士後期課程 工学専攻 先端機械システム教育プログラム Ｄ ＤＨ 

博士後期課程 工学専攻 機械知能システム教育プログラム Ｄ ＤＩ 

博士後期課程 工学専攻 機能創成エネルギー教育プログラム Ｄ ＤＤ 

博士後期課程 工学専攻 人間環境情報教育プログラム Ｄ ＤＮ 

博士後期課程 工学専攻 物質生命化学教育プログラム Ｄ ＤＫ 

博士後期課程 工学専攻 物質材料工学教育プログラム Ｄ ＤＺ 

博士後期課程 工学専攻 共通科目 Ｄ ＤＴ 

博士後期課程 半導体・情報数理専攻 先端半導体システム教育プログラム Ｄ ＤＧ 

博士後期課程 半導体・情報数理専攻 先端情報数理教育プログラム Ｄ ＤＵ 

博士後期課程 共通科目 Ｄ ＤＸ 

医学教育部 

修士課程 医科学専攻 Ｒ ＭＭ 

博士課程 医学専攻 Ｒ ＤＭ 

共通科目 Ｒ ＣＭ 

保健学 

教育部 

博士前期課程 保健学専攻 Ｗ ＭＨ 

博士後期課程 保健学専攻 Ｗ ＤＨ 

薬学教育部 

博士前期課程 創薬・生命薬科学専攻 Ｙ ＭＬ 

博士後期課程 創薬・生命薬科学専攻 Ｙ ＤＬ 

博士課程 医療薬学専攻 Ｙ ＤＨ 

共通科目 Ｙ ＣＭ 

養護教諭特別別科 Ｚ ＹＯ 

特別支援教育特別専攻科 Ｖ ＳＰ 

 

  



（３）水準コード 

    水準コードは、授業科目の難易度の目安を示すための項目です。 
    コードの表記は、各科目のレベルに応じて０から７までの８段階により、１～４を

学士課程、５～７を博士前期課程（修士課程）、博士後期課程（博士課程）、専門職学
位課程のそれぞれのレベルに分類します。 
ただし、学年と水準は必ずしも一致するものではありません。（３年次向けの科目

であってもレベル２となる場合もあります。） 
    具体的な区分方法については、以下の「水準コード分類表」のとおりです。当該分

類表に基づき設定願います。 

 

＜水準コード分類表＞  

コード  定義  主な対象  

０ 卒業要件外の科目  
・資格取得のための科目  
・卒業要件外の授業科目  

１ 入門的・導入的科目  

・初年次での必修科目を含む、基礎的な教養教育
科目・共通専門基礎科目  

・各学部等で、その専門領域を初めて学ぶ学生の
ための基礎的な専門科目  

・医学部医学科の専門基礎科目 

２ 中級レベルの科目  
・発展的内容を扱う教養教育科目  
・発展・応用レベルの内容を扱う専門科目 
・医学部医学科の基礎医学科目 

３ 高度な内容を扱う科目  
・より高度な内容を扱う教養教育科目  
・実践的・専門的に高度な内容を扱う専門科目  
・医学部医学科の臨床医学科目（系統講義） 

４ 
学士課程卒業レベルの 
科目  

・学士課程で学修する最終段階の水準の科目  
・卒論ゼミ、卒業演習、卒業論文、卒業研究等  
・医学部医学科の臨床実習（ポリ・クリ）・特別臨
床実習（クリ・クラ） 

５ 大学院レベルの科目  

・大学院学生を対象とする教養教育科目  
・実践的・専門的に極めて高度な内容を扱う大学
院での授業科目  

・６年制学士課程、専門職学位課程において高度
専門職に必要な極めて高度な実践的・専門的内
容を扱う科目  

６ 
大学院博士前期課程（修
士課程）・専門職学位課程
修了レベルの科目  

・大学院博士前期課程（修士課程）・専門職学位課
程で学修する最終段階の水準の科目  

・修士論文など  

７ 
大学院博士後期課程 
（博士課程）  

・大学院博士後期課程で学修する科目  

・博士論文など  

 

（４）識別コード 

    識別コードは、授業科目を識別するための項目です。 
    コードの表記は、数字３ケタで表記し、各部局において任意に設定願います。 
 

（５）学問分野コード 

    学問分野コードは、授業科目の属する学問分野を示すための項目です。 
    コードの表記は、数字２ケタとして、科研費「系・分野・分科細目表」の分科の区

分を基本として分類します。  



＜学問分野コード分類表＞  

コード 分野名 コード 分野名 コード 分野名 

０９ 外国語 ３８ 経済学 ６７ 生物科学 

１０ 情報学 ３９ 経営学 ６８ 病態学 

１１ 計算基盤 ４０ 社会学 ６９ 総合医学 

１２ 人間情報学 ４１ 心理学 ７０ 生産環境農学 

１３ 情報学フロンティア ４２ 教育学 ７１ 農芸化学 

１４ 環境解析学 ４３ ナノ・マイクロ科学 ７２ 森林圏科学 

１５ 環境保全学・創成学 ４４ 応用物理学 ７３ 水圏応用科学 

１６ デザイン学 ４５ 量子ビーム科学 ７４ 社会経済農学 

１７ 生活科学 ４６ 計算科学 ７５ 農業工学 

１８ 科学教育・教育工学 ４７ 数学 ７６ 動物生命科学 

１９ 科学社会学 ４８ 天文学 ７７ 境界農学 

２０ 博物館学 ４９ 物理学 ７８ 薬学 

２１ 地理学 ５０ 地球惑星科学 ７９ 基礎医学 

２２ 社会安全システム科学 ５１ プラズマ科学 ８０ 境界医学 

２３ 人間医工学 ５２ 基礎化学 ８１ 社会医学 

２４ 健康・スポーツ科学 ５３ 複合化学 ８２ 内科系臨床医学 

２５ 生体分子科学 ５４ 材料化学 ８３ 外科系臨床医学 

２６ コミュニケーション学 ５５ 機械工学 ８４ 歯学 

２７ 地域研究学 ５６ 電子電気工学 ８５ 看護学 

２８ ジェンダー・観光学 ５７ 土木工学 ８６ 内科学 

２９ 哲学 ５８ 建築学 ８７ 外科学 

３０ 芸術学 ５９ 材料工学 ８８ 成育医学 

３１ 文学 ６０ プロセス・化学工学 ８９ 感覚・運動科学 

３２ 言語学 ６１ 総合工学 ９０ 脳・神経・精神科学 

３３ 歴史学 ６２ 臨床医学 ９１ 検査医学 

３４ 人文地理学 ６３ 分子細胞生物学 ９２ 放射線技術科学 

３５ 文化人類学 ６４ 生体構造学 ９３ 放射線医学 

３６ 法学 ６５ 生体機能学 ９９ その他 

３７ 政治学 ６６ 感染免疫学   

 

（６）言語コード 
    言語コードは、授業科目で使用する言語を示すための項目です。 
    コードの表記は、数字１ケタとして、以下のとおり区分します。 
    ０：全て日本語で実施 
    １：全て英語で実施 
    ２：日本語及び英語によるバイリンガルで実施 
    ３：全て英語以外の外国語で実施 
    ４：英語以外の外国語及び日本語によるバイリンガルで実施 
    ５：その他の言語の組み合わせで実施 


